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 システム概要 

 システムの目的・概要 

保護施設等災害時情報共有システム（以下「本システム」という。）は、災害発生時に被災した生活保護法に

規定する福祉施設等の被害状況などを国、自治体が共有し、災害対応のための業務（以下「本業務」という。）

を行うためのものです。 

 

 用語集 

本システムで用いる用語の定義を以下に示します。 
 

No. 用語 定義 

1 本システム 保護施設等災害時情報共有システム 

2 国（厚生労働省） 自治体を所轄する組織 

3 自治体 都道府県、市区町村 

4 施設 生活保護法に規定する福祉施設等 

5 
所轄自治体 本システムに当該施設の基本情報を登録した自治体のこと。その自治体が、当該

施設の基本情報を管理する 

6 施設種別 本システムが扱う施設種別 

7 

災害情報管理者 災害情報の作成・終息・統合、被災状況報告対象自治体の設定、施設の代理

として被災状況報告の入力、被災状況閲覧を行うことができる者 

この役割に該当するのは「国（厚生労働省）」である 

8 

被災状況管理者 被災状況報告対象自治体設定、被災状況報告対象施設設定、施設の代理と

して被災状況報告の入力、被災状況報告指示、被災状況閲覧を行うことができ

る者 

この役割に該当するのは「都道府県」、「政令指定都市」、「中核市」である 

9 被災状況報告者 被災状況報告を行うことができる者であり、「施設」が該当する 
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No. 用語 定義 

10 
被災状況閲覧者 被災状況閲覧を行うことができる者 

この役割に該当するのは「政令指定都市/中核市以外の市区町村」である 

11 
災害共通項目管理

者 

「災害共通項目」を追加することができる者 

この役割に該当するのは「国（厚生労働省）」である 

12 
災害番号 本システムにおいて災害を一意に特定する番号であり、本システムによって自動採

番される 

13 災害情報 災害番号、災害の名称、発生年月日、種別、終息年月日等を含む情報 

14 

災害予測区分 どのような災害によって危険が生じるかを想定した区分であり、具体的には 

「河川浸水・洪水」、「土砂」、「地震」、「火山」、「津波浸水・高潮」の 5 区分とな

る  

15 
災害登録通知 災害情報管理者から被災状況管理者に対して通知される。災害情報の登録が

完了し、施設に対する被災状況報告指示を行うよう指示する通知 

16 
被災状況報告対象

自治体 

災害情報管理者及び被災状況管理者が定める、被災状況報告指示を実施すべ

き自治体 

17 
被災状況報告対象

施設 

被災状況管理者が定める、被災状況報告を実施すべき施設 

18 
被災状況報告指示 被災状況管理者から被災状況報告対象施設に対して被災状況報告を求めるた

めの指示 

19 
被災状況報告 被災状況報告対象施設が被災状況管理者たる自治体に対して行う、災害によっ

て生じた被害の状況（＝被災状況）の報告 

20 
災害共通項目 本システムにおいて、全ての災害情報に共通して追加することができる、被災状況

報告の項目 
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 本システムの利用者 

本システムの利用者および利用者に応じて利用する機能は次のとおりです。国および自治体の利用者には、本シ

ステムにアクセスするためのアカウントが用意され、専用のログイン ID による認証が行われます。施設の利用者は送

付されたメールに記載されている URL を元に本システムにアクセスします。 

 

利用者 システム操作 利用する機能 掲載ページ 

被災状況報告者 

（施設） 

システムへのログイン システムへのログイン 12 

被災状況の報告 災害状況を選択する 17 

施設情報を確認する 18 

報告対象を選択する 19 

被災状況を報告する 22 

アカウント情報管理 アカウント情報を確認／編集する 35 

災害情報管理者 

（国） 

システムへのログイン システムへのログイン 

操作説明書 

（自治体向け） 

を参照 

災害情報の登録 災害情報の登録および報告対象自治

体の選択 

災害情報の通知 災害情報を自治体に通知する 

災害情報の 

編集／統合／終息 

災害情報を編集する 

災害情報を統合する 

災害情報を終息する 

災害情報の終息を解除する 

災害情報を削除する 

被災状況の報告 

（代理報告） 

代理報告を行う施設を選択する 

災害状況を選択する 

施設情報を確認する 

報告対象を選択する 

被災状況を報告する 

被災状況報告の照会 被災状況概況を照会する 

被災統計詳細を照会する 

被災施設を検索する 

施設情報管理 施設情報を新規登録する 

施設情報の編集 

施設情報の削除 

アカウント情報管理 アカウント情報を確認／編集する 

パスワード管理 パスワード変更 

パスワードリセット 
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利用者 システム操作 利用する機能 掲載ページ 

被災状況管理者 

（都道府県、政令指

定都市、中核市） 

システムへのログイン システムへのログイン 

操作説明書 

（自治体向け） 

を参照 

被災状況報告の指示 災害登録通知からのログイン 

報告対象自治体の確認／変更 

報告対象施設の確認／変更 

被災状況報告指示を行う 

被災状況報告指示履歴を確認する 

被災状況の報告 

（代理報告） 

代理報告を行う施設を選択する 

災害状況を選択する 

施設情報を確認する 

報告対象を選択する 

被災状況を報告する 

被災状況報告の照会 被災状況概況を照会する 

被災統計詳細を照会する 

被災施設を検索する 

施設情報管理 施設情報を新規登録する 

施設情報の Excel 一括登録 

施設情報の Excel 一括登録 

（アップロード結果の確認） 

備蓄状況等の CSV ファイル一括登録 

施設情報の編集 

施設情報の削除 

施設情報の Excel 出力 

アカウント情報管理 アカウント情報を確認／編集する 

パスワード管理 パスワード変更 

パスワードリセット 

被災状況閲覧者 

（政令指定都市/中核

市以外の市区町村） 

システムへのログイン システムへのログイン 

操作説明書 

（自治体向け） 

を参照 

被災状況の報告 

（代理報告） 

代理報告を行う施設を選択する 

災害状況を選択する 

施設情報を確認する 

報告対象を選択する 

被災状況を報告する 

被災状況の照会 被災状況概況を照会する 

被災統計詳細を照会する 

被災施設を検索する 

施設情報管理 施設情報の編集 

施設情報の Excel 出力 
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利用者 システム操作 利用する機能 掲載ページ 

アカウント情報管理 アカウント情報を確認／編集する 

パスワード管理 

 

パスワード変更 

パスワードリセット 

災害共通項目管理者 

（国） 

システムへのログイン システムへのログイン 

操作説明書 

（自治体向け） 

を参照 

災害共通項目の登録 災害共通項目を新規登録する 

災害共通項目を複製して新規登録する 

災害共通項目を編集する 

災害共通項目を削除する 

災害共通項目をプレビューする 

アカウント情報管理 アカウント情報を確認／編集する 

パスワード管理 パスワード変更 

パスワードリセット 
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 操作の流れ 

ここでは、災害発生時の被災状況の報告、集計、集約等の情報を共有するための機能について、操作の流れを

説明します。操作の流れは、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

被災状況報告の指示を

行う 

被災状況報告を 

施設の代理で行う 

る 

被災状況管理者 

操作説明書（自治体向け）を参照 

操作説明書（自治体向け）を参照 

災害情報の登録及び対

象自治体の選択を行う 

操作説明書（自治体向け）を参照 

災害情報管理者（国）が行う操作 

被災状況報告者（施設）が行う操作 

凡例： 

災害情報管理者 

災害情報を通知する 

災害情報管理者 

操作説明書（自治体向け）を参照 

被災状況報告を

行う 

登録する 

 
被災状況報告者 

「３．被災状況報告」を参照 

災害情報管理者 

被災状況管理者 

被災状況閲覧者 

又は 

被災状況を 

照会する 

災害情報管理者 

被災状況管理者 

被災状況閲覧者 

操作説明書（自治体向け）を参照 

 

 

 

被災状況管理者（都道府県、政令指定都市、中核市）が行う操作 

被災状況閲覧者（政令指定都市、中核市以外の市区町村）が行う操作 

■災害が発生し、各施設の被災状況の把握が必要となった場合、災害情報管

理者が、災害情報の登録を行い、該当する被災状況報告対象自治体を選択

します。 

■災害情報管理者は、登録した災害情報を被災状況報告対象自治体に通

知します（災害登録通知）。 

・該当する自治体に災害登録通知のメールが送付されます。 

■被災状況報告対象自治体は、所轄している施設に対して、被災状況の報

告指示を行います。 

・報告対象の自治体、施設の確認、変更を行うことができます。 

・該当する施設に被災状況報告指示のメールが送付されます。 

■被災状況報告対象施設は、自施設の被災状況報告を行います。 

・被災状況管理者から送付されたメールに記載されている URL を開いて報告

を行います。 

・メールを紛失した場合等、メールを再送付することができます。 

・被災状況報告は災害情報が終息されるまで何度でも行うことができます。 

■災害情報管理者、被災状況管理者、被災状況閲覧者は施設の代理で報

告を行うことができます。 

 

■災害情報管理者、被災状況管理者、被災状況閲覧者が施設からの被災

状況報告の内容を照会（確認）します。 

・報告内容、未報告施設等の確認を行い、必要に応じて施設に対して被災状

況報告指示を行います。 
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 システム操作の条件 

本システムは、インターネットに接続された PC 端末上で Web ブラウザを用いて操作します。 

本システムを正常に動作させるために必要な PC 端末の条件は以下のとおりです。 

【本システムの動作条件】 

区 分 動作条件 

PC 端末の OS 
（オペレーティングシステム） 

Windows 11 

Web ブラウザ 
Microsoft Edge 

Google Chrome 

モバイル端末 
Google Chrome（Android 端末） 

Safari（iPhone,iPad 端末） 

 

 システム内のマークについて 

本システムの画面上に表示されるマークについて説明します。 

 

マーク 説明 

 
ヘルプ 

入力項目の右側にこのマークがついている場合、マウスポインタをこのマークの上

に合わせると、入力すべき内容の記入要領が表示されます。 

 入力済 
入力状況を示すマークです。入力項目全てについて入力が完了している場合、

入力項目のカテゴリ名称の右側にこのマークが表示されます。 

 変更 
入力状況を示すマークです。一度、報告した後、前回の報告内容を変更した

場合に入力項目のカテゴリ名称の右側にこのマークが表示されます。 
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 ブラウザの〔戻る〕ボタンについて 

本システムにおいて前画面に戻る場合、ブラウザの〔戻る〕ボタンではなく、画面上部の①各ボタン又は一部の画

面に設けられている「戻る」ボタンをクリックすることで戻ることができます。 

 

 

 パソコン（ブラウザ）とスマートフォンの画面について 

本システムはパソコン（ブラウザ）とスマートフォンでの入力項目の違いはありませんが、メニューの表示については

下記の違いがあります。 

 

【パソコンの例】 

赤枠で囲った部分が各機能に切り替わるメニュー（ボタン）となります。 

 

【スマートフォンの例】 

①ハンバーガーメニュー（   ）をタップすると各機能に切り替わるメニューが表示されます。 

メニューを閉じる場合は、②部分（   ）をタップします。 

 

  

 

 

◆注意◆ 

※ 本操作説明書では、パソコン（ブラウザ）を使用した際の画面を使用して説明します。 

1 

 

1 

2 
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 画面操作ヘルプ 

本システムは各画面の操作方法や項目説明を参照するためのヘルプを設けています。必要に応じて参照ください。 

 

 各画面の右上にある①ヘルプ（   マーク）をクリックすると、画面操作に関するヘルプ画面が表示され

ます。 

 

 

（参考）災害状況選択画面の操作ヘルプ画面例 

 

 

  

1 
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 システムへのログイン 

この章では、本システムへのログイン操作について説明します。 

被災状況報告者（施設）は、本システムにログインするためのログイン ID とパスワードはありません。 

システムにログインする場合は、送付されたメール（※）に記載されている URL をクリックします。 

メールは以下のいずれかの操作が行われると送付されます。 

ア）被災状況管理者（都道府県、政令指定都市、中核市）が被災状況報告指示の操作を行った場合 

イ）被災状況報告者（施設）が本システムの「ログイン情報再送」の操作を行った場合 

 

（※）送付先のメールアドレスは、以下の項目に登録されているメールアドレスに送信されます。  

・システムからの連絡用メールアドレス 

・災害時緊急連絡先 1 メールアドレス 

・災害時緊急連絡先 2 メールアドレス 

     上記のメールアドレスは「アカウント編集」で確認、変更することができます。詳細は「４．アカウント管理」を

参照してください。 

 

なお、それぞれのメールの URL からログインした場合の操作手順が異なりますので、概要を以下に示します。 

ア）被災状況管理者（都道府県、政令指定都市、中核市）が被災状況報告指示の操作を行った場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）被災状況報告者（施設）が本システムの「ログイン情報再送」の操作を行った場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災状況報告指示 

を行う 

利用規約承認 3.4 被災状況を報告する 

（初回のみ表示） 

＜被災状況管理者＞ 

＜被災状況報告者＞ 

＜被災状況報告者＞ 

（初回のみ表示） 

メールに記載されている URL をクリック（タップ） 

ログイン情報再送 

利用規約承認 3.1 災害状況を選択する 3.2 施設情報を確認する 

3.3 報告対象を選択する 3.4 被災状況を報告する 

メールに記載されている URL をクリック（タップ） 
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 被災状況管理者が被災状況報告指示の操作を行った場合 

 被災状況管理者（都道府県、政令指定都市、中核市）が被災報告指示の操作を本システムで行う

と、報告対象の施設にメールが送信されます。メール本文に記載されている①URL をクリックします。 

 

 

 システムに初めてログインする際は、「利用規約承認」画面が表示されますので、①内容を確認し、②「利

用規約に同意し、保護施設等災害時情報共有システムの利用を開始する」をクリックしてください。 

 

From: hogo-saigai@wamnet.wam.go.jp 

Subject: [保護施設等災害時情報共有システム] 被災状況報告指示（{通知元自治体名}） 

 

ご担当者様 

 

{通知元自治体名}から{災害名}の被災状況報告指示({報告指示名称})が発せられました。 

以下に記載した URL を用いてシステムにアクセスし、被害の有無に関わらず施設等の被災状況を速やかに報告してください。 

被害がない場合でも、被害がないことを速やかに報告してください。 

 

アクセス URL {施設名称}：{システム URL}/{アクセス URL} 

 

災害情報確認後、以下の手順にて施設の被災状況報告を実施してください。 

  手順 1.システムにアクセスし、被災状況を入力する。 

  手順 2.画面右下の保存ボタンをクリックする。 

  手順 3.画面右上の報告ボタンをクリックする。 

 

※本メールは保護施設等災害時情報共有システムから自動送信されていますので、返信はしないでください。 

 被災地支援のための重要な情報となります。このメールを受けたらすぐに被災の有無にかかわらず上記アクセス URL から必

ず報告してください。 

 

{報告時の注意事項等} 

 

1 

2 

1 
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 被災状況報告者が「ログイン情報再送」の操作を行った場合 

被災状況報告者（施設）が、被災状況管理者から送付されたメールを紛失した、又は災害とは関係なく過去の

被災状況報告を参照する場合やアカウント情報の確認、編集を行う場合に「ログイン情報再送」の操作を行い、自

身でシステムへログインするためのメールを送信することができます。 

 

 以下に示す本システムの URL を Web ブラウザに入力します。 

【ログイン画面 URL】 

https://www.wam.go.jp/hogo-saigai/ 

 

 「入力選択」画面が表示されますので、「施設用本番」または「施設用訓練」ボタンをクリックします。 

 

 

 

◆注意◆ 

※ 「施設用本番」ボタンは、実災害の報告を行う場合にクリックし、「施設用訓練」ボタンは、全国または各

自治体で実施する訓練等で報告を行う場合にクリックします。 

※ アカウント情報の修正を行う場合は、「施設用本番」から行ってください（「施設用訓練」画面側では登

録情報の修正はできません）。「施設用本番」で修正したアカウント情報は、「施設用訓練」にも反映さ

れます。 

※ 被災状況報告について、「施設用訓練」で登録、変更された内容は「施設用本番」には反映されませ

ん。同様に、「施設用本番」で登録、変更された内容は「施設用訓練」には反映されません。 

※ 施設では「厚労省・自治体用本番」および「厚労省・自治体用訓練」を使用することはありません。 
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 ログイン情報を再送するための画面が表示されます。「メールアドレス」欄にシステムに登録している「システ

ムからの連絡用メールアドレス」または災害時における「緊急連絡先メールアドレス」を入力し、「メール再

送」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 ログイン情報再送を行うと、入力したメールアドレスにメールが送信されます。メール本文に記載されている

①URL をクリックします。 

 

  

◆注意◆ 

※ システムに登録されていないメールアドレスを入力した場合は、「入力されたメールアドレスが登録されて

いないか、メールアドレスが不正です。 もう一度試していただくか、所轄の自治体へご連絡ください。」の

メッセージが表示されます。 

 

From: hogo-saigai@wamnet.wam.go.jp 

Subject: [保護施設等災害時情報共有システム] システム URL 通知（{施設名}） 

 

{施設}ご担当者様 

 

システムのログイン URL 情報を再送します。 

以下に記載した URL を用いてシステムにアクセスしてください。 

 

  システムのログイン URL：{システム URL}/{ログイン情報} 

 

※本メールは保護施設等災害時情報共有システムから自動送信されていますので、返信はしないでください。 

1 

1 2 
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 システムに初めてログインする際は、「利用規約承認」画面が表示されますので、①内容を確認し、②「利

用規約に同意し、保護施設等災害時情報共有システムの利用を開始する」をクリックしてください。 

 

 

 

⚫ 「本番」と「訓練」の画面の違いについて 

「本番」と「訓練」では下記のようにボタンの色が異なります。茶色いボタンが「本番」、白いボタンが「訓練」となり

ます。 

 

例）「本番」の被災状況報告画面                 「訓練」の被災状況報告画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

2 

1 
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 被災状況報告 

この章では、被災状況報告の操作について説明します。 

被災状況管理者から送付されたメールに記載されている URL をクリックした場合は、「3.4 被災状況を報告する」

の章を、「ログイン情報再送」のメールに記載されている URL をクリックした場合は、「3.1 災害状況を選択する」の章

から参照してください。 

 

 災害状況を選択する 

「災害状況選択」画面は、「ログイン情報再送」のメールに記載されている URL をクリックした場合、または「災害状

況選択」画面以外の各画面の上部にある①「災害情報一覧」ボタンをクリックした場合に表示される画面です。 

一覧には、報告が必要な災害および終息した災害が表示されます。 

 

 

 一覧に表示されている災害名を確認し、被災状況報告を行う①災害を選択（クリック）します。 

 

 

 

 

  

◆注意◆ 

※ 自施設に該当する災害が一つも登録されていない場合、一覧上は「被災状況報告が必要な災害はあ

りません。」と表示されます。 

※ 災害の状態は、「発生中」又は「終息」と表示されています。 

※ 「終息」と表示されている災害に対する被災状況報告は行うことができません。照会することは可能です。 

1 

1 
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 施設情報を確認する 

「施設情報確認／選択」画面は、「災害状況選択」画面で災害を選択（クリック）すると表示される画面です。 

一覧には、使用しているメールアドレスが登録されている施設が表示されます。一つのメールアドレスを複数の施設に

登録されている場合、一覧には登録されている分の施設が表示されます。 

 

 被災状況報告を行う施設を確認し、一覧に表示されている①施設情報を選択（クリック）します。 

 

 

 

 

  

◆注意◆ 

※ 表示されている施設情報の修正が必要な場合は、施設側では修正ができないので、自治体に依頼して

ください。 

1 
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 報告対象を選択する 

「被災報告対象選択」画面は、「施設情報確認／選択」画面で報告対象の施設を選択（クリック）すると表示さ

れる画面です。被災状況管理者からの被災状況報告指示や報告指示に対する報告状況を表示しており、当画面

から報告状況を入力する画面に遷移します。 

表示される情報は次のとおりです。 

 

 

① 災害名称 

「災害状況選択」画面で選択した災害名称が表示されます。 

② 状態 

選択した災害の現在の状態を「発生中」又は「終息」で表示されます。 

③ 施設名称 

「施設情報確認／選択」画面で選択した施設名称が表示されます。 

④ 事業所番号 

本システムで管理している施設の事業所番号が表示されます。 

⑤ 報告指示名 

被災状況管理者が被災状況報告指示を行う際に登録した報告指示名が表示されます。送付されるメール本

文にも記載されています。 

⑥ 報告指示日時 

被災状況管理者が被災状況報告指示を行った日時が表示されます。 

⑦ 報告状況 

被災状況報告の処理状況が表示されます。状況は「     」又は「     」で表示されます。 

⑧ 報告の作成状況 

被災状況報告の作成状況を表示します。報告内容を入力し保存していない場合は何も表示されません。一

度、保存すると「（作成中）」となり、報告処理を行うと「第 1 報」、「第 2 報」と報告を行うごとに報告数がカウ

ントアップされます。 

⑨ 報告日時 

報告処理を行った日時が表示されます。一度も報告内容を入力し保存していない場合は何も表示されませ

ん。報告を行っていない場合は「未報告」と表示されます。 

⑩ 作成ボタン 

被災状況報告の入力画面に遷移するためのボタンです。 

1 

3 4 

2 

5 

6 

7 
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 災害名称や報告指示名を確認し、①「作成」ボタンをクリックします。 

 

 

⚫ 「被災報告対象選択」画面の表示について 

当画面は、被災状況管理者からの被災状況報告指示毎に表示されます。下記の例では、①部分が 1 回目

の被災状況報告指示、②部分が 2 回目の被災状況報告指示、③部分が 3 回目の被災状況報告指示となり

ます。 

被災状況報告は一度、被災状況管理者から被災状況報告指示がされると何度でも新たに報告処理を行うこ

とができます。報告すると行が追加（④部分）されます。 

また、被災状況管理者から被災状況報告指示がされると、新たな枠が表示（下記の例では③部分）され、そ

れまでの報告指示対象の枠にある「作成」ボタンはクリックできなくなります（下記の例では⑤部分）。既に報告

済みの内容を参照する場合は、⑥「表示」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

1 

1 

3 

2 

5 

4 

6 
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⚫ 被災状況報告時の初期表示に使用する情報について 

被災状況管理者からの被災状況報告指示に対して初めて報告する際は報告状況を入力する各項目には何

も表示されませんが、一度でも被災状況報告を行うと次回の報告時にその内容を初期表示することができます。

次回の報告時に初期表示したい報告の①   部分にチェックを入れることで、次回の報告時の初期表示に使用

することができます。 

 

 

  

1 
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 被災状況を報告する 

「被災状況を報告する」画面は、被災状況管理者から送信されたメールに記載されている URL をクリックした場合、

または「被災報告対象選択」画面の「作成」ボタンをクリックした場合に表示される画面です。被災状況の報告を行う

画面です。表示される情報は次のとおりです。 

 

 

① 入力の進捗状況 

被災報告内容の進捗状況を表示します。 

未入力の場合    ： 

全て入力済みの場合： 

② 報告時の注意事項等 

送信されたメールに記載されている注意事項等を表示します。 

③ 被災の有無 

被災状況報告で最初に選択する項目となります。「被災なし」又は「被災あり」のいずれかを選択することで「報

告」ボタンをクリックすることができるようになります。また、「被災あり」を選択することで⑥の各報告欄に入力するこ

とができます。 

④ 入所（利用）者数 

報告時点の実際の「入所者数」又は「利用者数」を入力します。 

⑤ 全て展開する／全て閉じる 

⑥の各報告欄の展開の操作を行います。すべて展開する場合は「＋全て展開する」、全て閉じる場合は「－全

て閉じる」をクリックします。個々に展開または閉じる場合は各報告欄の「＋」または「－」をクリックします。 

⑥ 報告欄 

各々の報告事項について、状況を確認し選択、入力します。 
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⑦ 入力済マーク 

入力項目の入力が完了している場合、入力項目およびカテゴリ名称の右側に   マークが表示されます。 

⑧ 「保存」ボタン 

入力した内容を一時保存する場合にクリックします。「保存」ボタンをクリックしただけでは報告はされません。 

⑨ 「過去報告を参照する」ボタン 

同一の災害で過去に報告した内容を参照する際にクリックします。 

⑩ 「報告」ボタン 

被災状況管理者に報告する際にクリックします。 

 

以下より被災状況報告の入力内容について説明します。 

被災状況の報告は、随時更新できますので、報告時点でわかる範囲で入力してください。報告した内容に変更が

ある場合は 、「報告対象選択画面」（「3.3 報告対象を選択する」をご参照ください）もしくは被災状況報告指示

メールに記載の URL から、再度報告を行ってください。 

 

 ①の「被災なし」又は「被災あり」のいずれかを選択します。「被災なし」の場合は②「報告」ボタンをクリック

して報告終了となります。「被災あり」の場合は続けて③「入所（利用）者数」を入力します。 

 

 

⚫ 「被災あり」から「被災なし」に選択し直した場合 

被災状況報告を入力している途中で「被災あり」から「被災なし」に選択し直した場合、「入力途中のデータを

更新できなくなります。また、「報告」ボタンをクリックすると入力途中のデータは削除されますがよろしいでしょうか？」

のメッセージが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると「入所（利用）者数」以降の各項目の入力が行えなくな

ります。この状態で「報告」ボタンをクリックすると、入力途中の内容が削除されます。「報告」ボタンをクリックする前

に再度「被災あり」に戻すと入力途中のデータが復活し、続けて入力することができます。 

 

 

 

1 

3 

2 
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 各報告欄の入力を行います。 

（人的被害の状況） 

①「人的被害の有無」を選択します。「あり」を選択した場合、②の「重傷者」、「軽傷者」、「死亡者」、「行方

不明者」、「人的被害の状況の詳細」の各項目が表示されますので選択または入力を行います。 

 

 

 

 

 

（避難・開所の状況） 

被災状況報告を施設種別により、「入所施設」または「入所施設以外」の項目が表示されます。 

 

＜入所施設＞ 

①「避難の必要性有無」を選択します。「あり」を選択した場合、②の「避難先」が表示され、更に「避難中」を

選択すると、③「避難先施設の所在市町村」、「避難先施設種別」、「避難先施設の名称」の各項目が表示さ

れますので選択または入力を行います。④「避難の状況の詳細」は、必要に応じて入力を行ってください。 

※ ③「選択解除」ボタンは、未選択の状態に戻したい場合にクリックします。（以降も同様です） 

1 
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＜入所施設以外＞ 

①「開所状況」を選択します。「閉所中」を選択した場合、②の「代替受入先」が表示され、更に「あり」を選択

すると、③「代替受入先施設の所在市町村」、「代替受入先施設の名称」の各項目が表示されますので選択ま

たは入力を行います。④「開所の状況の詳細」は、必要に応じて入力を行ってください。 

 

1 
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（ライフラインの状況） 

＜電気の状況＞ 

①「停電の有無」を選択します。「停電の有無」が「あり」で、②の「非常用自家発電の有無」も「あり」となってい

る場合、③「非常用自家発電の状況」が表示されますので選択します。 

 

 

 

＜水道の状況＞ 

①「断水の有無」を選択します。「あり」を選択した場合、②の「応急給水設備の状況」が表示されますので選

択します。 

 

 

＜ガスの状況＞ 

①「供給の有無」を選択します。「なし」を選択した場合、②の「代替設備の状況」が表示されますので選択しま

す。 

 

※ ②の「非常用自家発電の有無」は「アカウント編集」から変更することができます。（「４．アカウント管

理」を参照） 
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＜冷暖房の状況＞ 

①「冷暖房の使用可否」を選択します。 

 

 

＜トイレの状況＞ 

①「トイレの使用可否」を選択します。「使用不可」を選択した場合、②の「代替設備の状況」が表示されます

ので選択します。 

 

 

（必要な支援の状況） 

＜人的支援＞ 

①「人的支援の要否」を選択します。「必要」を選択した場合、②の「必要な人的支援」、「人的支援の詳細」

が表示されますので選択または入力を行います。 

 

 

 

 

1 
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＜物資の支援＞ 

①「物資の支援の要否」を選択します。「必要」を選択した場合、②の「必要な物資支援」、「物資支援の詳細」

が表示されますので選択または入力を行います。 

 

 

＜電源車の支援＞ 

①「電源車の支援」を選択します。「支援を要請（高圧）」を選択した場合、②の「電源車の支援状況 電源

車（高圧）」が表示され、「支援を要請（低圧）」を選択した場合、③の「電源車の支援状況 電源車（低

圧）」が表示されますので選択します。 

 

 （「支援を要請（低圧）」を選択した場合） 

 

 

1 

2 

1 

2 

3 
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＜給水車の支援＞ 

①「給水車の支援」を選択します。「支援を要請」を選択した場合、②の「給水車の支援状況」が表示されます

ので選択します。 

 

 

（物資の状況） 

①「生活用水の状況」、②「飲用水の状況」、③「食料の状況」、④「燃料（灯油・ガソリン）の状況」を各々

選択します。 

 

  

1 

2 

1 

2 

3 

4 
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（建物被害の状況） 

①「被害の規模」を選択します。「軽微な被害あり（推定被害 80 万円未満）」又は「重大な被害あり（推

定被害 80 万円以上）」を選択した場合、②被害の内容の「建物損壊」、「浸水被害」、「雨漏り被害」、「その

他」が表示されますので選択または入力を行います。 

 

 

 

（画像ファイル添付） 

被災状況報告として画像ファイルを 3 つまで添付することができます。画像ファイルをアップロードする場合は①

「ファイルをアップロード」ボタンをクリックし、ファイルを選択し保存することで画像ファイルをアップロードすることができ

ます。 

アップロードした画像ファイルをダウンロードする場合は②「ファイルをダウンロード」ボタンをクリックします。また、アッ

プロードした画像ファイルを削除する場合は③「ファイルの削除」ボタンをクリックします。 

 

 

◆注意◆ 

※ 添付できる画像ファイルは以下となります。 

・1 ファイル 10MB までです。 

・拡張子は JPG、JPEG、PNG、BMP、GIF となります。 

1 

2 



保護施設等災害時情報共有システム操作説明書 

  

31 / 40   

  

 

 

⚫ スマートフォンから画像ファイルをアップロード、ダウンロード、削除する場合（iPhone の場合） 

 ア）ファイルをアップロード 

画像ファイルのアップロードの手順は以下となります。 

（手順 1）①「ファイルをアップロード」をタップします。 

          

 

（手順 2）①「フォトライブラリ」または「写真を撮る」をタップします。 

 

 

1 

2 

3 

1 

1 
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（手順 3）「ファイルのアップロードを実施しますがよろしいですか。」のメッセージが表示されるので、①

「OK」をタップします。 

          

 

（手順 4）①「選択したファイルのアップロードが完了しました。」のメッセージが表示され、アップロードした

画像ファイル名が②表示されます。 

                  

 

 イ）ファイルをダウンロード 

画像ファイルのダウンロードの手順は以下となります。 

（手順 1）①「ファイルをダウンロード」をタップします。 

          

 

（手順 2）「ファイルのダウンロードを実施しますがよろしいですか。」のメッセージが表示されるので、①

「OK」をタップします。 

          

 

1 

1 

2 

1 

1 
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（手順 3）「“○○○”をダウンロードしますか？」（“○○○”はダウンロードするファイル名）のメッセージが

表示されるので、①「ダウンロード」をタップします。 

          

 

 ウ）ファイルの削除 

画像ファイルの削除の手順は以下となります。 

（手順 1）①「ファイルの削除」をタップします。 

          

 

（手順 2）「画像ファイルを削除してよろしいでしょうか。」のメッセージが表示されるので、①「OK」をタップし

ます。 

          

 

（手順 3）①「画像ファイルの削除が完了いたしました。」のメッセージが表示され、画像ファイル名が②空

欄になります。 

                

 

 

  

1 

1 

1 

1 

2 
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（その他厚生労働省が必要と認める情報） 

当報告欄は、災害共通項目管理者（国・厚生労働省）が被災状況を把握する上で必要とする情報があっ

た場合、追加した報告項目を表示する領域となります。 

項目が表示されていた場合は、被災状況報告指示に従い、選択、入力を行ってください。 

 

 被災状況の選択、入力が完了したら、①「報告」ボタンをクリックし報告を行ってください。報告は行わず一

時的に保存する場合は「保存」ボタン（   ）をクリックしてください。 

 

 

 

 

⚫ 「過去報告を参照する」について 

報告内容を入力している最中に過去に報告した内容を参照することができます。過去の報告内容を参照する

場合は画面上部にある①「過去報告を参照する」ボタンをクリックします。 

 

「過去報告を参照する」ボタンをクリックすると、「過去報告参照」画面が別のタブで表示されますので、②参照し

たい報告を選択すると、過去の報告内容を参照することができます。 

 

◆注意◆ 

※ 「報告」ボタンをクリックすると報告内容の修正や削除を行うことができません。報告後に修正が必要となっ

た場合は、「被災報告対象選択」画面の「作成」ボタンをクリックし、新たに報告を行ってください。 

※ 「報告」ボタンをクリックすることで、報告先の自治体が被災状況報告の照会を行うことができるようになり

ます。 

1 

1 

2 
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 アカウント管理 

この章では、アカウントの確認、編集の操作について説明します。 

 

 アカウント情報を確認、編集する 

 画面の上部にある①「アカウント編集」ボタンをクリックします。 

 

 

 「連絡先の確認・編集を行う」画面が表示されますので、本システムに登録されている①アカウント情報の

確認を行うことができます。また、表示されているアカウント情報の修正を行う場合は、修正を行う②施設

情報の行をクリックします。 

 

 

 「連絡先の編集を行う」画面が表示されますので、施設情報の確認および編集を行います。 

 

1 

1 

2 

施設情報 
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 次に「連絡先の編集を行う」画面の下段にある備蓄状況等の確認および編集を行います。 

 

 

 施設情報および備蓄状況等の各項目の編集を行い、①より登録する情報を選択し、②「登録」ボタンを

クリックします。 

 

 

① で選択した内容により、②「登録」ボタンをクリックしたときのメッセージが変わります。 

⚫ 『「施設情報」、「備蓄状況等」の両方を登録する』、『「備蓄状況等」のみ登録する』を選択した場合 

      

 

⚫ 『「施設情報」のみ登録する』を選択した場合 

      

備蓄状況等 

1 2 
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（参考）【施設情報項目一覧】 

施設側で修正可能な項目は以下のとおりです。 

 

  

必須/任意

【入力不可】

【必須】

【任意】

【任意】

【任意】

【任意】

非常用自家発電の有無 【任意】

【任意】

【任意】

【任意】

【任意】

【任意】

【任意】

備蓄状況等の更新日時 【入力不可】

備蓄数 【任意】

感染拡大期の使用数量　1ヶ月分 【任意】

平時の使用数量　1ヶ月分 【任意】

備蓄数 【任意】

感染拡大期の使用数量　1ヶ月分 【任意】

平時の使用数量　1ヶ月分 【任意】

備蓄数 【任意】

感染拡大期の使用数量　1ヶ月分 【任意】

平時の使用数量　1ヶ月分 【任意】

備蓄数 【任意】

感染拡大期の使用数量　1ヶ月分 【任意】

平時の使用数量　1ヶ月分 【任意】

備蓄数 【任意】

感染拡大期の使用数量　1ヶ月分 【任意】

平時の使用数量　1ヶ月分 【任意】

医療用（サージカル）マスク

N95マスク（DS2マスク）

アイソレーションガウン

（プラスチックガウンを含む）

フェイスシールド

（ゴーグルなど代替可能なものを含む）

非滅菌手袋

燃料の容量 燃料の容量

備考欄

発電機の給油口の規格 発電機の給油口の規格

備考欄

非常用自家発電の有無

燃料の種類 燃料の種類

備考欄

災害時緊急連絡先2 携帯電話番号

メールアドレス

災害時緊急連絡先1 携帯電話番号

メールアドレス

システムからの連絡用メールアドレス

施設名称・施設種別 施設名称

項目

◆注意◆ 

※ 非常用自家発電に関連する情報について、令和８年４月以降、順次、現状の非常用自家発

電に関連する情報を登録してください。また、今後、変更が生じた場合は速やかにシステムの更新

をお願いします。 

※ 備蓄状況等について、令和８年４月以降、順次、現状の備蓄状況等の情報を登録してくださ

い。また、今後、感染症対策の一環として、備蓄状況等の更新をお願いします。 
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 システムによるメール送信 

 メールの件名、差出人、送信契機 

システムから利用者へ送信されるメールについて説明します。 

システムから送信されるメールの件名、差出人は以下のようになります。 

件名 
[保護施設等災害時情報共有システム] ○○○○ 

（○○○○の部分は送信内容によって異なります） 

差出人 hogo-saigai@wamnet.wam.go.jp 

 

 

 

また、システムから送信されるメールの種類と送信契機は以下のとおりです。 

操作者 操作（アクション） 送信されるメール メールの宛先 

被災状況管理者 

(都道府県、政令指

定都市、中核市) 

被災状況報告指示を行った

とき 

被災状況報告指示 

（施設向け） 

報告対象となる 

被災状況報告者（施設） 

被災状況報告者

（施設） 

システムの「ログイン情報再

送」を行ったとき 
システム URL 通知 

被災状況報告者 

（施設） 

  

◆注意◆ 

※ 迷惑メール対策等の設定をしている場合は、システムのメールアドレス（上記の「差出人」に記載

のアドレス）からメールが届くよう設定をしてください。 
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 システムから送信されるメール例 

システムから送信されるメールの例を示します。 

なお、ご利用のメールソフトウェアによってレイアウト、体裁が異なります。 

 被災状況報告指示（施設向け） 

 

※「厚労省・自治体用訓練」から送付した場合は、件名（Subject）の先頭に【訓練】の文字が入ります。 

  

From: hogo-saigai@wamnet.wam.go.jp 

Subject: [保護施設等災害時情報共有システム] 被災状況報告指示（{通知元自治体名}） 

 

ご担当者様 

 

{通知元自治体名}から{災害名}の被災状況報告指示({報告指示名称})が発せられました。 

以下に記載した URL を用いてシステムにアクセスし、被害の有無に関わらず施設等の被災状況を速やかに報告してく

ださい。 

被害がない場合でも、被害がないことを速やかに報告してください。 

 

アクセス URL {施設名称}：{システム URL}/{アクセス URL} 

 

災害情報確認後、以下の手順にて施設の被災状況報告を実施してください。 

  手順 1.システムにアクセスし、被災状況を入力する。 

  手順 2.画面右下の保存ボタンをクリックする。 

  手順 3.画面右上の報告ボタンをクリックする。 

 

※本メールは保護施設等災害時情報共有システムから自動送信されていますので、返信はしないでください。 

 被災地支援のための重要な情報となります。このメールを受けたらすぐに被災の有無にかかわらず上記アクセス URL

から必ず報告してください。 

 

{報告時の注意事項等} 
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 システム URL通知 

 

※「施設用訓練」から送付した場合は、件名（Subject）の先頭に【訓練】の文字が入ります。 

 

From: hogo-saigai@wamnet.wam.go.jp 

Subject: [保護施設等災害時情報共有システム] システム URL 通知（{施設名}） 

 

{施設}ご担当者様 

 

システムのログイン URL 情報を再送します。 

以下に記載した URL を用いてシステムにアクセスしてください。 

 

  システムのログイン URL：{システム URL}/{ログイン情報} 

 

※本メールは保護施設等災害時情報共有システムから自動送信されていますので、返信はしないでください。 


